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町民利用を促進する平土間可変ホール 様々な要望に応えるスタジオ型多機能ホール
・ホワイエから楽屋までバリアフリーとなる全面平土間
型をベースにしたホールとします。
  可変プロセニアムや昇降床・移動壁・緞帳などで、利
用目的や人数に合わせた最適空間を設えます。

・操作に安全性が必要な昇降床や可動観覧席などの大
型装置は、汎用性と易操作性が高い設備とします。

・客席片側を大開口のガラスサッシとし、中庭広場（空
のホール）と内外一体利用を可能にします。サッシ手
前には遮音移動壁を設けて二重壁構造として高度な
静けさも確保します。

・客席上部に田の字型キャットウォークを設置し、ホール
全面で舞台設備が出来る多機能スタジオとします。

・客席は吸音性を確保した木質壁を基調とし、キャットウ
ォーク上の反響板と可変吸音パネル・その他引き幕等
により、多彩な残響時間設定を可能にします。

・舞台・音響・照明機器は「静か・安全・軽量でコンパクト」
など、最先端かつ使い勝手の良い機器を選定します。

・中庭広場（空のホール）に、舞台設備を容易に設置でき
るバルコニーを設けます。照明・音響機器を用いた、単
独もしくはホールと連動した催し物で利用します。

屋外と行き来できる接地性を生かしたアクティブゾーン
・エントランスホールと一体の展示ラウンジは、ピロティと
同じ高天井に吊バトンを設けて空間演出を可能にします。

・音楽室・軽運動室はホールと公民館の中間、かつ中庭に
面して配置して、リハーサルや小ホールとして利用できる
ようにします。

・調理室も、邑楽の食イベントや災害時炊出対応が容易な
１階に設けます。また、保育室や団体室は事務室と隣接さ
せて、安全性向上や協働の促進を図ります。

今まで既存公民館を使っていた方々だけではなく、新たな利用層を生み出すた
めにも、アクセスや移動が容易で、かつ明るく居心地の良い空間をつくります。

中央公園への眺望と陽当たりを確保した集会ゾーン
・会議室は、採光と景観が豊かな２階の南側に配置します。
  約360㎡を確保し、10～12人程度でも利用できるように、
遮音移動間仕切りを使用して町民の様々な活動に応えら
れる設えとします。遮音移動壁閉鎖時イメージ

木のホール内観イメージ

ホール部分の稼働率を上げるゾーニング計画その他
・ホワイエは、ホール未使用時は閉鎖もしくは多目的ラウ
ンジとして単独利用出来る計画とします。ホールや楽屋
などは、公民館側から一般利用が容易な配置と動線計画
とする事で、町民の利用促進を図ります。

・屋上が展望台となっている別棟陶芸室は中央公園至近
に配置して、幅広い利用が期待出来る計画とします。

・多目的ラウンジや展望ラウンジ等には固定家具を配置し
て自由な活動の場を提供すると共に、利用者同士の交流
の場や周辺施設利用者の休憩スペースを確保します。

・2階の創作テラスには屋外で利用できる流しを設け、工
芸室での屋外作業時の利便性を高めます。また、展望ラ
ウンジと近接することで、オープンキッチンを利用したイ
ベント時にテラス席として利用できます。

邑楽町待望のホールは、町の文化活動の象徴になります。
可変性を持つ多目的ホールをより多様な活動に使っていただく
ために、町役場の形態を踏襲した切妻屋根の外形、群馬県産木材
を用いた内装とし、親しみやすく使い易い設えとします。
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建材の既成寸法を
考慮した内装計画
鉄筋先組み（RC部）

屋上防水の仕様選定

基礎のラス型枠・鋼製型枠

二次部材のプレキャスト
化の検討

階段・バルコニー等の二次部材について採用検討し、品質確保と現場工程管理を容易に
して工事時の環境負荷低減に寄与。

押えコンクリート無しで耐久性が高い防水材の採用検討。軽量化による躯体費縮減・工
期圧縮・将来改修へ配慮。

型枠解体時の労務費削減や作業効率の向上を加味した工法を前提に、シンプルで合理性
の高い基礎計画を策定。

3×6 板や 4×8 板などの既製品寸法を考慮した天井高さや巾木高さ等を設定し、材料を
有効活用した内装計画の策定。
鉄筋ジャバラユニット工法などの採用も視野に入れ、工期短縮と労務費の削減を実現。
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利用者にも管理者にもやさしい施設

周辺施設と連携したエリア全体の活用促進

合理的な分散駐車場

エリア全体を最大限に使える「おうら祭り」

・駐車場は西側配置とし、専
用性を高めて公民館利用者
の利便性に配慮します。
  周辺の駐車場も含めて公民
館を取り囲む配置となり、数
百人規模の利用時のスムー
ズな入退場を促します。

３つのホールで周囲と調和するランドスケープ
・「木のホール」は、隣接する町役場と形態・ボリュームを揃えた
切妻屋根とします。　
・「空のホール」は、ハードな舗装材を使って屋外ステージや屋
外観覧場として利用できる計画とします。音響・照明機器設置
バルコニーのほか、床下に簡易な設備トレンチを設けて、イベ
ント時に使える電源や給排水の敷設をします。また、可動の膜
屋根システムによって雨天時でも利用できるよう計画します。　
・「緑のホール」は、芝生広場としてエリア外周部の緑と連携を図
ります。ベンチやステージとして活用できる築山を設けて、エリ
ア全体でつくるランドスケープのシンボルをつくります。

二辺が大きく開かれた空のホールでは、建物の外からでもホールや公民館で
の活動をうかがい知ることができます。バリアがなく活動に近寄れることで、
より多くの人に使ってもらえる施設のきっかけとします。

町民を守るいつものホール
・役場隣接の立地を考慮し、災
害時の救済活動支援機能を与
えます。

・構造計画は避難所にも利用で
きるよう、適切な重要度係数と
し高い安全性を確保します。

・「空のホール（屋外）」と隣接し
て「木のホール」と「調理室」を
配置する事で、連携して災害時
の支援を行えるようにします。　
・自然エネルギー活用をベース
とした「災害時に確実に機能す
るインフラ」を計画します。

建設業界の状況をふまえた施工性向上とコスト縮減

将来へ継承する町民交流ネットワーク

・近年の労務事情や資材高騰の社会状況も考慮し、構造・施工への計画的
配慮を積極的に行います。　
・省力化（建設コストの削減）・工期短縮工法を具体的に提案します。

・私たちは初期ワークショップから、将来の
組織づくりを睨んだお手伝いをします。

・参加者が、開館後も町民の声を反映する
礎となり、運営をサポートする組織母体と
なるために、より多くの方々の興味と都合
に応じて、様々な関わり方ができるよう実
情に合わせた提案を行います。

利用者にも管理者にもやさしい施設
ⅲ 施設の管理について

周辺施設と連携したエリア全体の活用促進
ⅳ 屋外施設について

みんなが集まれる場所の創造
ⅴ 全体についての基本的な視点ⅴ 全体についての基本的な視点

・本施設は中央公民館単体としてだけではなく、周辺施設との連
携、さらに「おうら祭り」「産業祭」などのエリア全体でのイベン
トにおいても連動性の高い屋外施設計画を行います。

設備機器に頼り過ぎず、自然条件を活かした「邑楽町らしい」自然エネルギー利用は、
ライフサイクルコストを低減するとともに、災害時対応と連動します。
また、「見える化」「体感化」できる「環境学習」施設とします。

環境配慮と連動した維持管理費の削減
・施設の消費エネルギー特性を理解した環境技術担当者を中心に、省エ
ネ施策の費用対効果を環境分科会で比較・検証します。維持しやすく社
会に貢献できる環境配慮建築を目指します。
・高耐久材の選定や汚れにくい納まり、
清掃の容易な設えに加え、長期的な修
繕を見越して改修足場を必要としない
計画をすることで、ランニングコストの
約８割を占める「保全費」「修繕費」「運
用費」を出来る限り縮減します。

邑楽町の自然条件を加味した建築
・冬期は北西の季節風を遮り、中間期は
東南からの風を積極的に取り入れる
ことのできる建物配置です。　
・高さのあるホール壁面を風の塔として
利用し、重力換気により風が建物内を
通り抜ける計画とします。　
・利根川水系の豊富な地下水を利用し
た熱源システムを検討します。　
・木のホールを中心に県産材を積極的
に用いた木質インテリアとします。

空のホールイメージ木のホール外形イメージ

邑楽の環境特性を生かした施設断面と環境配慮イメージ

災害時の施設利用イメージ

季節による卓越風を考慮した施設計画

提案施策にて試算したランニングコスト比

町民参加・協働の運用体制イメージ｢おうら祭り｣時の利用イメージ

活動の灯りがホールへの入場者をやさしく迎える

活動空間の安全性と効率化

省エネ施設とメンテナンスの簡易性

・分かりやすく無駄のない利用者動線とし、動線の要に置かれた
管理室から、全体が把握し易い施設とします。

・独立型としたホワイエは、通常時は下手袖舞台を通路とした動
線で公民館と直結し、ホールや楽屋などの一般貸出も容易な
計画です。一方で、興行の際には管理区分ラインによりホール
側と適切なセキュリティ管理が可能です。

・適切な管理区分により未使用時のエネルギー供給をゾーン毎
にカットし光熱費削減に寄与します。また、2階のガラス面は、
原則バルコニーや室内からの清掃が容易な計画とします。
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